
⼋⼤学⼯学系連合会第4回公開シンポジウム

産学官協働による博⼠⼈材育成 −博⼠の現状
と研究インターンシップ− 

⼯学系⼤学院学⽣の現状

東京⼯業⼤学環境・社会理⼯学院副学院⻑
神⽥学
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⼀般社団法⼈⼋⼤学⼯学系連合会とは

• 北海道⼤学、東北⼤学、東京⼤学、東京⼯業⼤学、名古屋⼤学、
京都⼤学、⼤阪⼤学、九州⼤学の27⼯学関連研究科

• ⼯学教育、学術研究、科学技術等の発展に寄与

8%
学部

30
%

修⼠

58
%

博⼠

全国⼯学系学⽣数に占める⼋⼤学連合会の割合 2021年5⽉1⽇現在
⽂部科学省令和2年度学校基本調査
各⼤学集計による



就職活動学⽣アンケート結果
（第1分科会）

令和３年１０⽉実施



⼋⼤学⼯学研究科 就職活動実態調査
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回答者数︓１，４５３名
（就職予定の全⼤学院⽣の約２２％）

対象︓⼋⼤学⼯学系研究科に在学中で、令和４年４⽉⼊
社予定の⼤学院⽣（修⼠課程・博⼠課程）

⽅法︓WEB上のアンケート

実施時期︓２０２１年１０⽉１８⽇〜１２⽉１４⽇
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北海道大学

128, 11%

東北大学

258, 23%

東京大学

75, 7%
東京工業大学

225, 20%

名古屋大学

59, 5%

京都大学

198, 18%

大阪大学

110, 10%

九州大学

64, 6%

機械・航空系

237, 21%

電気・電子・情報系

212, 19%

化学・生命工学

系, 218, 19%

材料、プロセス工学系

164, 15%

建築・土木系

152, 14%

物理系

30, 3%

環境・エネルギー系

（原子力を含む）

70, 6%

技術・社会系

25, 2%
その他

9, 1%

修士課程

985, 88%

博士課程

132, 12%

就職活動実態調査回答者の所属
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前年12⽉以前に活動を開始した修⼠の割合は，2019年度調査では70%で
あったが，今年度は79%となり出⾜がやや早まっている。博⼠は修⼠に⽐
べて出⾜が遅い。

就職活動の開始時期
修⼠課程 博⼠課程

2020年9月以前, 

32, 24%

2020年10～12月, 

44, 33%

2021年1月, 

11, 8%

2021年2月, 

10, 8%

2021年3月, 

8, 6%

2021年4月, 

6, 5%

2021年5月以

降, 21, 16%

2020年9月以前, 

552, 56%

2020年10～12月, 

223, 23%

2021年1月, 

47, 5%

2021年2月, 

55, 5%

2021年3月, 

62, 6%

2021年4月, 

9, 1%
2021年5月以降, 

37, 4%
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半年以内に活動を終えた学⽣（修⼠）の割合は，2019年度調査では約８割
（79%）に上っていたが，今年度は半数（50%）に留まっており就職活動
の⻑期化がみられる。博⼠は修⼠に⽐べて期間が短い。

就職活動に費やした期間

１か月未満, 

35, 4%
１～３か月, 

177, 18%

４～６か月, 

273, 28%

７～９か月, 

199, 20%

９～１２か月, 

220, 22%

１２か月以上, 

81, 8%

修⼠課程 博⼠課程

１か月未満, 

26, 20%

１～３か月, 

49, 37%

４～６か月, 

37, 28%

７～９か月, 

11, 8%

９～１２か月, 

5, 4%
１２か月以上, 

4, 3%
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政府からの要請では採⽤選考活動の開始⽇は６⽉１⽇だが，５⽉までに
内々定をもらった修⼠は77%に上る。博⼠は内々定⽇が⼆極化している。

第１社⽬の内々定⽇

2021年1月以前, 

87, 9%

2021年3月まで, 

311, 31%

2021年5月まで, 

363, 37%

2021年8月まで, 

166, 17%

2021年9月以降, 

19, 2%

現在も活動中または

活動休止中, 39, 4%
2021年1月以前, 

30, 23%

2021年3月まで, 

22, 17%

2021年5月まで, 

24, 18%

2021年8月まで, 

20, 15%

2021年9月以降, 

8, 6%

現在も活動中または

活動休止中, 28, 21%

修⼠課程 博⼠課程



内定に影響したと思う事柄（博⼠）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

インターンシップへの参加

学業成績

課外活動など，研究や学業以外の実績

研究成果やそれにより得た賞や資格

成果や実績以外であなたがアピールしたこと

研究の意義

面接での受け答えの仕方や，質問に対して的

確に返答できたかどうか

研究に対する努力や熱意

強く影響したと思う 少しは影響したと思う

あまり影響しなかったと思う 全く影響しなかったと思う

わからない インターンシップなし，参加していない



⼋⼤学⼯学研究科 就職活動実態調査
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COVID-19の影響について



コロナ禍での就職活動で良かった点

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

就職担当者やOBとネットを通じて連絡しやす
かった

予定以上に多くの企業と面接する機会をもてた

就職活動に費やす時間が減り，学業への影響を
抑えることができた

WEBでの企業紹介が増えて，情報収集が容易
だった

WEB面接が増え，移動旅費が節約できた

回答者数%

WEBでの企業紹介が増えて，情報収集が容易
だった

就職活動に費やす時間が減り，学業への影響を
抑えることができた

WEB面接が増え，移動旅費が節約できた

• ⾯接において対⾯よりも緊張せずに済んだ
• 対⾯⾯接の受け答えの準備を減らせた
• WEB⾯接のおかげで，服装やボディランゲージといった本質的でない部分を⾒られているのではない
かという疑念がなくなった

• 感染症対策という新指標で会社の常識度や柔軟性を測れた
• 居住地域による企業との接点の差がなく、⾒かけ上平等だった

＜その他の回答例＞

11
WEBでの企業紹介や⾯接が増えたことにより，情報収集の容易さや移動の
ための旅費や時間の節約を良い点として挙げた学⽣が多い。



コロナ禍での就職活動で悪かった点

＜その他の回答例＞
• オンラインの説明会では現場の雰囲気が伝わりづらかった
• オンラインだと思っていた以上になかなか思いや話を伝えられなかったこと
• 同分野を志望する他の就活⽣と対⾯で会う機会が少なかった

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

特になし

アルバイト収入が減り，移動経費が工面できな

かった

企業情報が手に入りにくかった

感染するリスクを感じ，会社を実地で訪問できな

かった

移動制限があり，実地での面接に参加できなかっ

た

インターンシップに実地で参加できなかった

移動制限があり，会社を実地で訪問できなかった

回答者数%

インターンシップに実地で参加できなかった

移動制限があり，実地での面接に参加できな
かった

移動制限があり，会社を実地で訪問できなかった

実地で会社を訪問したり，インターンシップに参加したかった学⽣が過半
数を超えている。



⼋⼤学⼯学研究科 就職活動実態調査
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インターンシップについて
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インターンシップに参加した修⼠は75%で，2019年度調査（81%）よりもやや減っ
ている。参加回数が3回以上の学⽣（参加学⽣の48%）も，2019年度調査（57%）よ
り減っている。博⼠は，参加学⽣数，回数とも修⼠より少ない。

インターンシップへの参加

修⼠課程 博⼠課程

は
い

１
回

, 

16
9

２
回

, 

1
7
9

３回以

上, 356

不明, 34

い
い

え

０
回

, 
247

はい

１回, 18

２
回

, 2
0

３
回

以

上
, 1

4

いいえ ０回, 77

⼤学または⼤学院在学中のインターンシップ
参加の有無，参加回数
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インターンシップと⼤学での研究テーマとの関係

実施時期

修⼠課程在学中のインターンシップでは，研究とあまり関係がない，または関係
がないものが過半数（62%）に及んでいる。学部，修⼠課程，博⼠課程と専⾨性が
⾼まるにつれて，インターンシップと⼤学での研究テーマの密接な関連性は薄れ
ていく。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

博士課程在学中

修士課程在学中

学部在学中

ほぼ全て関係があった ある程度関係があった

あまり関係が無かった 関係が無かった



⼋⼤学⼯学研究科 就職活動実態調査
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その他のデータ



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

博士課程

修士課程

会社での業務内容は，⼤学院での専⾨分野に近いですか，
異なりますか︖

近い 異なる どちらともいえない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

博士課程

修士課程

就職活動が学業の妨げになると感じたことはありますか︖

ある ない

修⼠課程（2019年度→2020年度→本年度）︓ある 50%→52%→55%，ない 50%→48%→45%

修⼠課程（ 2019年度→2020年度→本年度）︓近い 51%→53%→51%，異なる 28%→29%→32%

学業の妨げ，会社での業務内容



企業アンケート結果
（第2分科会）

令和３年１０⽉実施



令和3年度 企業アンケート実施報告
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8業種 ３２社 回答
結果の要約

１，博⼠と修⼠の採⽤⽅針の違い
（１）ほとんど項⽬で⼤きな差異なし
（２）博⼠で研究能⼒を重視する割合がやや増

２、採⽤⽅針
（１）スケジュールは現状維持で全企業横並びを希望
（２）重視する資質︓スキルより⼈間⼒重視
（３）国籍・性別に関係なく能⼒重視、⼥性重視も半数、留学⽣
重視２０％弱
（４）⼤学には研究能⼒の向上を期待

３、コロナ影響
（１）採⽤スケジュールにほとんど影響なし
（２）アフタコロナでもオンライン活⽤の兆候
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企業アンケート結果 博⼠後期課程対象

2022年度４⽉採⽤選考活動（今期）の開始時期 今後の博⼠後期課程学⽣の採⽤についての⽅針

修⼠課程学⽣より先
⾏して開始 17.9％

修⼠課程学⽣とほぼ
同時に開始 67.9％

博⼠後期課程学⽣
はほとんど採⽤し
ていない 3.6％

博⼠後期課程
学⽣の採⽤を
拡充する
15.4％

博⼠後期課程、修⼠課程は特
に区別しないで採⽤していく

80.8％

博⼠後期課程学⽣の採⽤時
期は決めていない 3.6％

その他
7％

博⼠後期課程学⽣の採⽤は
ない 3.8％



学⽣の採⽤選考において重視する指標・能⼒（複数選択）
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重視する能⼒ 博⼠後期課程 修⼠課程

発表・説明・コミュニケーション能⼒ 96.3 97

問題認識・分析・解決能⼒ 96.3 96.4

専⾨知識 96.3 71.4

情熱や志、根気やその持続性 92.6 92.8

研究企画・遂⾏・展開⼒ 85.2 71.4

研究テーマおよび達成状況 （学会発表、論⽂掲載状況等） 74 42.8

⼤学院での学業成績 51.8 53.5

専⾨外の分野を含む分野横断的知識 51.8 28.6

英語能⼒や海外経験を含む国際性 37 21.5

指導教員 22.2 7.1

⼤学独⾃の教育プログラム

（⼤学院共通・横断教育や国際プログラム）の履修状況や成績）

14.8 10.7

インターンシップ経験（他社主催のものを含む） 7.4 18.5
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⼥⼦学⽣・留学⽣の採⽤に関して
⼥⼦学⽣は積極的に採⽤したい

能⼒・資質が同じであれば
⼥⼦学⽣を採⽤したい

⼥⼦学⽣は積極的に採⽤したい性別にかかわらず平等な採⽤基準である

国籍に関わらず平等な採⽤基準である

能⼒・資質が同じであれば
⼥⼦学⽣を採⽤したい

⼥⼦学⽣は積極的に採⽤したい

その他

⽇本⼈を優先的に採⽤したい

男性を優先的に採⽤したい

その他
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今後の採⽤⽅針に対する理由
• 研究がビジネスの主体でない

• 基礎研究の領域は少ないが、ビジネス開発などで専⾨性が活きる学⽣であれば積極的に採⽤していきたい

• 博⼠課程の学⽣は専⾨性が⾼いため、通年の中途枠での採⽤としている

• 博⼠後期課程学⽣は新卒でなくキャリア採⽤対象となるため

• 学歴に拘らず、個⼈の能⼒にマッチした配属を推進するための制度があるから

• 現場で働く意思があっての志望なら、学位はあまり関係ない

• 学⽣さんとのマッチングを重視しており、弊社への仕事理解、ビジョン、専⾨性などを総合的に判断する

• 博⼠後期課程学⽣の応募数が少なく、博⼠枠を設けてはいない

• 業務上必要な博⼠号は⼊社後に取得する事もできる

• ⾼度技術⼈材の採⽤を拡充していきたい

• 初任給や等級など⼊社後の処遇で段差を付けており特段の区別はしていない

• 例年、募集スケジュール等は修⼠、学⼠と同じ内容で検討している



学⽣の進路結果
（第3分科会）
令和３年１０⽉実施
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⼋⼤学⼯学系連合会における学⽣の進路

博⼠（2,047）の進路

進学 13％

国内企業 73％
国内アカデミア

26％

その他（就職/進学準
備など）12％

不明
5％

国内企業
36％

国内アカデミア 1％

修⼠（9,562）の進路

海外企業 2％ 退学（満期退学
含まず）9％

海外企業 5％

起業1％

海外アカデ
ミア 6％

退学（満
期退学含
まず）4％

不明 3％

その他（就職/進学準
備など）5％



まとめ



⼤学と企業の⽬指す⽅向性
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⼤学の教育プログラム（⼈材育成）の⽅向性
スキル重視
（１）⾼い専⾨⼒・⾃⼰展開⼒
（２）分野横断性・国際性

⼈間⼒はスキル取得と両輪で重視の傾向
異分野・外国⼈との協調・連携のため

企業の博⼠採⽤の⽅向性
⼈間⼒重視
（１）情熱・志・根性
（２）汎⽤⼒（コミュニケーション・問題分析）

スキルはマッチング次第
企業が求める専⾨⼒

起業・ベンチャー
はその中間か︖


